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,のが認め られた。

そ こで この4つ のTransaminaseに 就 き抽 出粗酵素

液を用いてその性 質を探求 したので あ るが,そ の至適

pH7・8はBCGを 用いた際に も認 められた点 であ り,

他 の酵素材 料 よりの同酵素に関 し報告 されている ものに

比 し,少 しくアルカ リ性にかた よつてい る。

本反応 を好気的条件下 で行 えばTCAサ イ クル2)等 に

より酸化され る可能性が考 えられ る。そ こで無気的 ・好

気的両条件 に於 けるGlutamin酸 形成を比較 したので

あるが,好 気的条件下では少 し弱 くな る程 度であつた。

即 ち斯かる反応条件に於いてはTransaminase反 応系

は非常に活発 に働 いてい る事 が想像せ られる◎ そ してか

かる反応が結核夢に於けるAmino酸 合成ひいては蛋 白

合成に極めて重要な役割 を果 していることを推察す るも

のであ る◎

結 論

1鳥 型 結 核 菌 竹尾 株 を用 い α一Ketoglutar酸 と各

Amine酸 間 のTransaminationに 就 いて 検 した所,

・Asparagin酸,Valine,Leucine,Phenylalanineの 各

Amino酸 の 場 合 に比 較 的顕 著 なGlutamin酸 の 形 成 が

認 め られ た◎

2上 記4つ のTran$amina$eの 性 質 を抽 出 粗酵 素

液 を用 いて 検 し,至 適pHは7.8附 近 に あ り,青 酸 カ

リ,Quinhydrone,Is◎nicotln酸hydrazide,硫 酸 銅 の

各MIlooに よ り相 当程 度 の 阻 害 を受 け,80◎C3分 の

加 熱 で完 全 に不 活 性 化 され,比 較 的 長 期 の 氷室 保 存 に 醗

え,硫 酸 安 門30%以 上 飽 和 に よ り沈 澱 す る部 分 に活 性

の強 い の を認 め た◎
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